【別紙１】　応募様式
                                             　　　　　　　　　　令和　元　年　　　月　　　日

　中部地方整備局

      木曽川上流河川事務所長　殿
応募者

住所 〒

会社名等

氏名             　　　             印

　令和元年１０月９日付で公募された、河道内樹木の採取について応募します。

記

1． 樹木採取希望場所及び樹木の種類
※最大採取量、希望箇所（優先順位）、採取範囲を記載してください。
	記入例

【最大採取量（日最大採取量）】

●●●ｔ（●●ｔ／日）
【希望引渡予定場所等】

場　　　所

担当出張所
希望順位
採取範囲
①根株を含むすべて（根株、枝葉、幹）
②根株を除くすべて（枝葉、幹）
③幹のみ（樹径約5cm以上を想定）
Ａ木曽一
木曽川第一出張所
第６希望
○
－
Ｂ木曽二
木曽川第二出張所
第１希望
○

－
－
Ｃ長良一
長良川第一出張所
－
－
－
－
Ｄ長良二
長良川第二出張所
第２希望

○

－
－
Ｅ揖斐一

揖斐川第一出張所
－
－
－
－
Ｆ揖斐二
揖斐川第二出張所
第３希望
－
－
○

Ｇ牧田川
牧田川出張所
第４希望
－
－
○

Ｈ根尾川
根尾川出張所
第５希望
－
○
－



２．伐採木の使用目的及び使途、流通先
３．現地の確認状況

　以下の項目で該当箇所にチェックを記載

　　「引渡予定場所」

□　現地確認済み

□　現地未確認

　　「伐採予定箇所」
□　現地確認済み

□　現地未確認

４．応募者の連絡先

　　　　　住所　　　　　　　：

　　　　　連絡担当者　　　　：

          電話番号（携帯可）：

          ｆａｘ            ：

    　　  メールアドレス　　：
５．採取の期間
作業予定期間　：令和元年　　月　　日　～　令和２年　　月　　日（のうち　　日間）を予定

※ただし、公募の２．（５）に記載された期間内に限る。
６．採取の方法

　【別紙　作業計画書（案）】どおり

７．参加資格の合致状況　　※該当する項目の□全てにレ点を記入願います。

　　□過去３年間に河川法に基づく許可を受けた者のうち著しく不誠実な行為のあった者ではない。

□公募期間中において、予算決算及び会計令（昭和２２年 勅令第１６５号）第７０条又は第７１条の規定に該当するとして、指名停止等を受けている者ではない。

□公募期間中において、会社更生法に基づき更正手続開始の申立てがなされている者又は民事再生法に基づき再生手続開始の申立てがなされている者ではない。

□直近１年間の税を滞納している者ではない。

□警察当局から、暴力団員が実質的に経営を支配する業者又はこれに準ずるものとして国土交通省発注工事等からの排除要請があり、当該状態が継続している者ではない。

